
(様式第 10)

令和 3 年 がん研発 第 029 号

令和 3 年 10 月 5 日

厚生労働大臣 殿

公益財団法人がん研究会 有明病院

開設者名 公益財団法人がん研究会

理事長 浅野 敏雄

公益財団法人がん研究会 有明病院の業務に関する報告について

標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23 年厚

生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、令和 2 年度の業務に関して報告します。

記

1 開設者の住所及び氏名

住 所 〒135-8550 東京都江東区有明三丁目８番３１号

氏 名 公益財団法人がん研究会

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名

称を記入すること。

2 名 称

公益財団法人がん研究会 有明病院

3 所在の場所

〒135-8550 東京都江東区有明三丁目８番３１号

電話( 03 ) 3520 － 0111

4 診療科名

4-1 標榜する診療科名の区分

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、

循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療

科名を標榜

(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。

4-2 標榜している診療科名

(1)内科

内科 有 ・ 無

内科と組み合わせた診療科名等

1呼吸器内科 2消化器内科 3循環器内科 4腎臓内科

5神経内科 6血液内科 7内分泌内科 8代謝内科

9感染症内科 10アレルギー疾患内科またはアレルギー科 11リウマチ科



診療実績

(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付けるこ

と。

2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科

がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

(2)外科

外科 有 ・ 無

外科と組み合わせた診療科名

1呼吸器外科 2消化器外科 3乳腺外科 4心臓外科

5血管外科 6心臓血管外科 7内分泌外科 8小児外科

診療実績

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外

科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科

での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血

管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこと）。

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名

1精神科 2小児科 3整形外科 4脳神経外科 5皮膚科 6泌尿器科 7産婦人科 8産科

9婦人科 10眼科 11耳鼻咽喉科 12放射線科 13放射線診断科

14放射線治療科 15麻酔科 16救急科

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。

(4)歯科

歯科 有 ・ 無

歯科と組み合わせた診療科名

1小児歯科 2矯正歯科 3口腔外科

歯科の診療体制

(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印

を付けること。

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している

診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名

1乳腺内科 2腫瘍内科 3漢方内科 4疼痛緩和内科 5形成外科 6頭頚部外科 7病理診断科

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

(注) 標榜している診療科名について記入すること。



5 病床数

精 神 感染症 結 核 療 養 一 般 合 計

0床 0床 0床 0床 686床 686床

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

職 種 常 勤 非常勤 合 計 職 種 員 数 職 種 員 数

医 師 368人 26.2人 394.2人 看護補助者 80人 診療エックス線技

師

0人

歯科医師 5人 1.4人 6.4 人 理学療法士 10人 臨床

検査

臨床検査技

師

94 人

薬剤師 79人 0.8人 79.8 人 作業療法士 2人 衛生検査技

師

0人

保健師 0人 0人 0人 視能訓練士 2人 そ の 他 0人

助産師 0人 0人 0人 義肢装具士 0人 あん摩マッサージ指圧師 0人

看護師 856人 6.0人 862人 臨 床 工 学 士 11人 医療社会事業従

事者

9人

准看護師 2人 0人 2人 栄 養 士 0人 その他の技術員 39人

歯科衛生士 5人 0人 5人 歯科技工士 0人 事 務 職 員 267人

管理栄養士 19 人 0人 19人 診療放射線技師 83人 その他の職員 32人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。

3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入する

こと。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

7 専門の医師数

専門医名 人 数 専門医名 人 数

総合内科専門医 19 人 眼 科 専 門 医 2 人

外 科 専 門 医 82 人 耳鼻咽喉科専門医 12 人

精 神 科 専 門 医 0 人 放射線科専門医 32 人

小 児 科 専 門 医 1 人 脳神経外科専門医 0 人

皮 膚 科 専 門 医 2 人 整形外科専門医 4 人

泌尿器科専門医 7 人 麻 酔 科 専 門 医 30 人

産婦人科専門医 22 人 救 急 科 専 門 医 4 人

合 計 217 人

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

管理者名（ 佐野 武 ） 任命年月日 2018 年 7 月 1 日

医療安全管理委員会 委員

2016 年 7 月 1 日 ～ 2018 年 6 月 30 日 （2 年間）



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

歯 科 等 以 外 歯 科 等 合 計

１日当たり平均入院患者数 552.0人 0人 552.0人

１日当たり平均外来患者数 1,557.8人 36.7人 1,594.5人

１日当たり平均調剤数 1,361.2剤

必要医師数 148.725人

必要歯科医師数 2人

必要薬剤師数 19人

必要（准）看護師数 330人

（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。

2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日で

除した数を記入すること。

3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した

数を記入すること。

4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を

記入すること。

5 必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行

規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。

10 施設の構造設備

施 設 名 床面積 主要構造 設 備 概 要

集中治療室 422.31m 2 SRC 病 床 数 10床 心 電 計 有・無

人工呼吸装置 有・無 心細動除去装置 有・無

その他の救急蘇生装置 有・無 ペースメーカー 有・無

無菌病室等 ［固定式の場合］ 床面積 209.89 m 2 病床数 26 床

［移動式の場合］ 台 数 0 台

医 薬 品

情報管理室

［専用室の場合］ 床 積 47.06 m 2

［共用室の場合］ 共用する室名

化学検査室

416.7m 2 SRC

日立ラボスペクト008、日立ラボスペクト006、

アーキテクトi2000、ルミパルスプレスト、

ルミパルスＧ1200、ラボフレックス3500、コールターＤＸＨ、ＳＴＡ-Ｒ

、ＵＳ-3100Ｒ、ＦＯＢＩＴ-ＷＡＫＯ

細菌検査室
78.25m 2 SRC

マイクロスキャンＷａｌｋＡｗａｙ96、

コバスＴａｑＭａｎ48

病理検査室

378m 2 SRC

免疫染色装置、ＦＩＳＨ解析装置、ＤＩＳＨ解析装置、ＨＥ自動染色装

置、ＯＳＮＡ法による転移診断装置、ＰＣＲ装置、ＰＴ－ＰＣＲ装置、

シークエンサー（Ｓａｎｇｅｒ型）など

病理解剖室
72.25m 2 SRC

写真診断装置、ストライカーなど

研 究 室
1，519m 2 SRC

（主な設備）遺伝子解析システム、サーマルサイクラーなど

講 義 室
370m 2 SRC

室数 ３ 室 収容定員 272 人

図 書 室
161.38m 2 SRC

室数 １ 室 蔵 書 数 22,000 冊程度

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。

2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

紹 介 率 85.7％ 逆 紹 介 率  84．2％ 

算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                    8,058人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                     8,519人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                      614人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                      10,116人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

遠山 信幸 自治医科大学附属

さいたま医療センタ

ー教授 

 

〇 

医療安全に関する業務お

よび研究への従事経験を

有するため 

有・無 １（医師） 

大滝 恭弘 帝京大学医療共通

研究センター教授 

 法曹資格を有し、医療安

全に関する研究を行って

いるため 

有・無 １（弁護士） 

瀧澤 邦夫 有明友の会理事  患者団体の理事を務めて

おり、医療を受ける者の

立場の代表となりえるた

め 

有・無 ２（医療を受

ける者） 

齊藤 彰一 公益財団法人がん

研究会有明病院 

 前職にて医療安全管理

業務に従事した経験を有

するため 

有・無 1（医師） 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

 

がん研究会有明病院ホームページ 

https://www.jfcr.or.jp/hospital/safety_audit/index.html 

 

 
 



1 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注） 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

※実績無し

（様式第2）



2 承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人

0人

0人

7人

3人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1 「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先 進 医 療 の 種 類

ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法 肺がん（扁平上皮肺がん及び小細胞
肺がんを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）

パクリタキセル静脈内投与（一週間に一回投与するものに限る。）及びカルボプラチン腹腔内投与（三週間
に一回投与するものに限る。）の併用療法上皮性卵巣がん、卵管がん又は原発性腹膜がん

FOLFIRINOX療法 胆道がん（切除が不能と判断されたもの又は術後に再発したものに限る。）

Ｓ－1内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法 膵臓がん（遠隔転移しておら
ず、かつ、腹膜転移を伴うものに限る。）

ゲムシタビン静脈内投与、ナブ―パクリタキセル静脈内投与及びパクリタキセル腹腔内投与の併用療法
腹膜播種を伴う膵臓がん

以下 余白

（様式第2）



3 その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

該当なし

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1 当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾 患 名 患者数 疾 患 名 患者数
1 重症筋無力症 2 56
2 神経線維腫症 9 57
3 バージャー病 1 58
4 全身性エリテマトーデス 3 59
5 特発性拡張型心筋症 1 60
6 再生不良性貧血 1 61
7 自己免疫性溶血性貧血 1 62
8 特発性血小板減少性紫斑病 3 63
9 特発性間質性肺炎 1 64
10 原発性胆汁性肝硬変 1 65
11 クローン病 1 66
12 潰瘍性大腸炎 21 67
13 ＩｇＧ４関連疾患 1 68
14 69
15 70
16 71
17 72
18 73
19 74
20 75
21 76
22 77
23 78
24 79
25 80
26 81
27 82
28 83
29 84
30 85
31 86
32 87
33 88
34 89
35 90
36 91
37 92
38 93
39 94
40 95
41 96
42 97
43 98
44 99
45 100
46 101
47 102
48 103
49 104
50 105
51 106
52 107
53 108
54 109
55 110

（注） 「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

4 指定難病についての診療

（様式第2）



5 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

・ 歯科外来診療環境体制加算１

・ 特定機能病院入院基本料 ７：１

・ 救急医療管理加算

・ 診療録管理体制加算１

・ 医師事務作業補助体制加算１ ３０：１

・ 急性期看護補助体制加算 ５０：１

・ 看護職員夜間配置加算 １２：１配置加算１

・ 療養環境加算

・ 重症者等療養環境特別加算

・ 無菌治療室管理加算１

・ 無菌治療室管理加算２

・ 緩和ケア診療加算

・ 栄養サポートチーム加算

・ 医療安全対策加算１

・ 感染防止対策加算１―抗菌薬使用適正加算

・ 患者サポート充実体制加算

・ 褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・ 後発医薬品使用体制加算３

・ 病棟薬剤業務実施加算１

・ 病棟薬剤業務実施加算２

・ データ提出加算２及び４

・ 入退院支援加算1―入院時支援加算

・ せん妄ハイリスク患者ケア加算

・
特定集中治療室管理料３―早期離床・リハビリテーション加算

―早期栄養介入管理加算

・ 緩和ケア病棟入院料１

・

・

・

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類

（様式第2）



6 届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・ 歯科疾患管理料の注11に規定する総合医療管理加算及び歯科治療時医療管理料

・ がん性疼痛緩和指導管理料

・ がん患者指導管理料イ

・ がん患者指導管理料ロ

・ がん患者指導管理料ハ

・ がん患者指導管理料ニ

・ 婦人科特定疾患治療管理料

・ 外来緩和ケア管理料

・ 小児運動器疾患指導管理料

・ 夜間休日救急搬送医学管理料―救急搬送看護体制加算

・ 外来放射線照射診療料

・ ニコチン依存症管理料

・ 療養・就労両立支援指導料―相談支援加算

・ がん治療連携計画策定料

・ 薬剤管理指導料

・ 検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料

・ 医療機器安全管理料１

・ 医療機器安全管理料２

・ 遺伝学的検査

・ BRCA１／２遺伝子検査

・ がんゲノムプロファイリング検査

・ HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

・ ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

・ 検体検査管理加算（Ⅰ）

・ 検体検査管理加算（Ⅳ）

・ 国際標準検査管理加算

・ 遺伝カウンセリング加算

・ 遺伝性腫瘍カウンセリング加算

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類

（様式第2）（様式第2）



・ ロービジョン検査判断料

・ 画像診断管理加算１

・ 画像診断管理加算２

・ ﾎﾟｼﾞﾄﾛﾝ断層・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ断層複合撮影

・ CT撮影及びMRI撮影

・ 冠動脈CT撮影加算

・ 乳房MRI撮影加算

・ 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

・ 外来化学療法加算１

・ 無菌製剤処理料

・ 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ）

・ 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

・ 呼吸器リハビリテーション料(Ⅱ)

・ がん患者リハビリテーション料

・ リンパ浮腫複合的治療料

・ 集団コミュニケーション療法料

・ 歯科口腔リハビリテーション料２

・ 処置の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１

・ 導入期加算１

・ CAD/CAM冠

・ センチネルリンパ節加算

・ 四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に規定する処理骨再建加算

・ 組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限る。）

・ 骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）（同種骨移植（特殊なものに限る。））

・ 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

・ 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）

・ 鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

・ 乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（MRIによるもの）

・ 乳がんセンチネルリンパ節加算1及びセンチネルリンパ節生検（併用）（乳がんセンチネルリンパ節加算1）

・ 乳がんセンチネルリンパ節加算1及びセンチネルリンパ節生検（併用）（センチネルリンパ節生検（併用））

・ 乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））



・ ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

・ 胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・ 胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・ 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器を用いる場合）

・ 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は1肺葉を超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・
食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小腸瘻閉
鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡に
よるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

・ 胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・ 大動脈バルーンパンピング法（IABP法）

・ 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜）

・ 腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

・

腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術、
腹腔鏡下小切開後腹膜悪性腫瘍手術、腹腔鏡下小切開副腎摘出術、腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小切開腎摘
出術、腹腔鏡下小切開尿管腫瘍摘出術、腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術、腹腔鏡下小切開膀胱腫瘍摘出術、腹
腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術

・ 腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・ 腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

・ 腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）

・ 腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・ 胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴うものに限る。）

・ 腹腔鏡下肝切除術

・ 腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

・ 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

・ 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機 器を用いる場合）

・ 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

・ 腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器 を用いる場合）

・ 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・ 腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・ 腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

・ 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・ 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

・ 腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術

・ 人工尿道括約筋植込・置換術

・ 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）



・ 腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・ 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・ 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

・ 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

・ 手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１

・
胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含む。）
（医科点数表第2章第10部手術の通則の16に規定する手術）

・ 医科点数表第2章第10部手術の通則の19に規定する手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

・ 医科点数表第2章第10部手術の通則の19に規定する手術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術）

・ 輸血管理料Ⅱ

・ 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

・ 胃瘻造設時嚥下機能評価加算

・ 歯周組織再生誘導手術

・ 麻酔管理料（Ⅰ）

・ 麻酔管理料（Ⅱ）

・ 放射線治療専任加算

・ 外来放射線治療加算

・ 高エネルギー放射線治療

・ 1回線量増加加算

・ 強度変調放射線治療（IMRT)

・ 画像誘導放射線治療（IGRT）

・ 体外照射呼吸性移動対策加算

・ 定位放射線治療

・ 定位放射線治療呼吸移動対策加算

・ 画像誘導密封小線源治療加算

・ 病理診断管理加算２

・ デジタル病理画像による病理診断

・ 悪性腫瘍病理組織標本加算

・ 口腔病理診断管理加算２

・ クラウン・ブリッジ維持管理料

・ 歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準



7 診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8 病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

・

・

・

剖検症例数 7 例 ／ 剖検率 1.69 %

(注) 1 特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2 「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定方
法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技術
について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

・

・

・

・ ・

(注） 「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催した
症例検討会の開催頻度

年 0 回

新型コロナウイルス感染症の影響でＣＰＣは開催できていな
いが、

同内容のカンファレンスを14回実施した

剖 検 の 状 況

・

・ ・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・・

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

・腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術 ・

（様式第2）



1 研究費補助等の実績

金 額

1 1,000,000 委

2 2,000,000 委

3 1,200,000 委

4 100,000 委

5 10,000,000 委

6 990,000 委

7 300,000 委

8 300,000 委

9 1,000,000 委

10 100,000 委

11 650,000 委

12 250,000 委

13 2,000,000 委

13

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 補助元又は委託

Stage I/II舌癌に対する予防的頸部
郭清省略の意義を検証するための
多施設共同臨床試験

福島啓文 頭頚科
AMED委託費
（革新的が

ん）

EGFR 遺伝子変異陽性の進行非小
細胞肺癌におけるEGFR 阻害薬耐
性機序
（C797S 耐性変異）を克服する新規
治療法の確立を目指した研究」

内堀健/片山量平 呼吸器内科
AMED委託費
（革新的が

ん）

SCRUM-Japanの基盤を活用した血
液循環腫瘍DNAスクリーニングに基
づくFGFR遺伝子異常を有する難治
性の治癒切除不能な進行・再発固
形がんに対するTAS-120のバスケッ
ト型医師主導治験

篠崎英司 消化器化学療法科
AMED委託費
（革新的が

ん）

TCR多様性に基づく免疫チェックポ
イント阻害薬の治療効果予測に関
する研究

北野滋久 がん免疫治療開発部
AMED委託費
（革新的が

ん）

遺伝子組み換え麻疹ウイルスを用
いた抗がんウイルス療法の臨床研
究

高橋俊二 総合腫瘍科
AMED委託費
（革新的が

ん）

急速進行性がん患者・家族と医師
の共感的コミュニケーション促進の
ための統合支援プログラムの有効
性を検証する無作為化比較試験

尾阪将人 肝胆膵内科
AMED委託費
（革新的が

ん）

局所進行胃癌に対する術前科学療
法の有効性を検証する臨床第Ⅲ相
試験

布部創也 胃外科
AMED委託費
（革新的が

ん）

高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準
治療確立のための研究 阿江啓介 整形外科

AMED委託費
（革新的が

ん）

次世代シークエンサーによる網羅的
がん関連遺伝子パネル解析を用い
たHER2遺伝子変異陽性の進行非
小細胞肺癌に対する治療開発を目
指した研究

栁谷典子 呼吸器内科
AMED委託費
（革新的が

ん）

進行胃癌を対象とした大網切除に
対する大網温存の非劣性を検証す
るランダム化比較第Ⅲ相試験

大橋 学 胃外科
AMED委託費
（革新的が

ん）

進行軟部肉腫に対する二次治療に
おける標準治療の開発のための研
究

高橋俊二 総合腫瘍科
AMED委託費
（革新的が

ん）

腎機能低下時、軽体重時における
オシメルチニブ療法の薬物動態、用
量反応関係を検討する第1相試験

北園 聡 呼吸器内科
AMED委託費
（革新的が

ん）

切除不能局所進行食道扁平癌を対
象とした化学放射線療法後の逐次
治療としての抗PD-1抗体薬療法の
安全性・有効性・proof-of-concept
(POC)を検討する多施設共同臨床
第Ⅰb/Ⅱ相試験

山口研成 消化器化学療法科
AMED委託費
（革新的が

ん）

（様式第3）



14 0 委

15 300,000 委

16 61,539 委

17 2,000,000 委

18 1,630,000 委

19 698,400 委

20 55,000 委

21 100,000 委

22 0 委

23 1,000,000 委

24 2,000,000 委

25 769,230 委

26 700,000 委

27 1,000,000 委

14

切除不能局所進行膵癌に対する標
準治療の確立に関する研究 尾阪将人 肝胆膵内科

AMED委託費
（革新的が

ん）

早期転移発見による予後の向上を
目指した乳がん術後の新たな標準
的フォローアップ法開発に関する研
究

坂井威彦 乳腺外科
AMED委託費
（革新的が

ん）

頭頚部表在癌全国登録調査｣に基
づいた頭頚部表在癌に対する診断・
治療法の開発に関する研究

三谷浩樹 頭頚科
AMED委託費
（革新的が

ん）

難治性神経芽腫に対する分化誘導
療法併用下でのエピジェネティック
治療開発

北野滋久 がん免疫治療開発部
AMED委託費
（革新的が

ん）

日本人BRCA未発症変異保持者に
対する乳癌リスク低減手法の開発
研究

大野真司 乳腺センター
AMED委託費
（革新的が

ん）

乳房再建におけるアウトカム指標の
確立と科学的根拠に基づいた患者
意思決定支援

矢野智之 形成外科
AMED委託費
（革新的が

ん）

放射線治療の品質管理、ISRTの標
準手順の確立 小口正彦 放射線治療部

AMED委託費
（革新的が

ん）

臨床病期I/II/III食道癌（T4を除く）に
対する胸腔鏡下手術と開胸手術の
ランダム化比較第III相試験

渡邊雅之 食道外科
AMED委託費
（革新的が

ん）

VAV1リン酸化亢進を伴う濾胞性ヘ
ルパーT細胞リンパ腫に対するダサ
チニブの適応拡大を目指す研究

寺内 隆 核医学部
AMED委託費
（厚労系他）

シーズＡ123 乳がん温存手術におけ
る乳房形態の三次元予測システム
の開発

上野貴之 乳腺外科
AMED委託費
（厚労系他）

医師主導治験の実施（症例登録及
びプロトコル遂行） 温泉川真由 婦人科

AMED委託費
（厚労系他）

京都大学大学院における臨床統計
家育成のための教育カリキュラムの
標準化のための研究開発

石塚直樹 企画品質管理部
AMED委託費
（厚労系他）

教育プログラムの開発・検討 山原 有子
臨床研究開発セン

ター
AMED委託費
（厚労系他）

産学連携全国がんゲノムスクリーニ
ング (SCRUM Japan) 患者レジストリ
を活用した BRAF 遺伝子変異陽性
切除不能進行・再発大腸がんを対
象にした医師主導治験

山口 研成 消化器化学療法科
AMED委託費
（厚労系他）



28 100,000 委

29 500,000 委

30 2,500,000 委

31 0 委

32 600,000 委

33 0 委

34 0 委

35 200,000 委

36 0 委

37 0 委

38 0 委

39 26,923,077 委

40 45,512,308 委

41 1,000,000 委

14

思春期女性へのHPVワクチン公費
助成開始後における子宮頸癌の
HPV16/18陽性割合の推移に関する
疫学研究

金尾祐之 婦人科
AMED委託費
（厚労系他）

直径1mmの血管吻合を容易にする
顕微鏡下手術支援ロボットシステム
の研究開発

大野真司 乳腺センター
AMED委託費
（厚労系他）

成人固形がんに対する標準治療確
立のための基盤研究 寺内隆司 核医学部

国がん研究
開発費

成人固形がんに対する標準治療確
立のための基盤研究 尾阪将人 肝胆膵内科

国がん研究
開発費

成人固形がんに対する標準治療確
立のための基盤研究 布部創也 胃外科

国がん研究
開発費

成人固形がんに対する標準治療確
立のための基盤研究 原 文堅 乳腺内科

国がん研究
開発費

成人固形がんに対する標準治療確
立のための基盤研究 古川孝広 がん早期臨床開発部

国がん研究
開発費

外科手術前後補助薬物療法早期臨
床試験の研究体制確立に関する研
究

伊藤 寛倫 肝胆膵外科
国がん研究
開発費

がん緩和ケアにおけるアンメッド
ニーズに関する研究 清水 研 腫瘍精神科

国がん研究
開発費

がん情報提供の自動化に向けた研
究 花出正美 看護部

国がん研究
開発費

経血管治療ＩＶＲに関する研究 松枝 清 画像診断部
国がん研究
開発費

がん細胞および免疫応答解析に基
づく免疫療法効果予測診断法の確
立

西尾誠人 呼吸器内科
AMED委託費
（次世代が

ん）

ＮＧＳ技術を駆使した遺伝学的解析
にせる家族性乳がんの原因遺伝子
と同定と標準化医療構築

大野 真司 乳腺センター
AMED委託費
（次世代が

ん）

メチル化ctDNAにより大腸がん根治
術後補助療法モニタリング・システ
ムの開発

長山 聡 大腸外科
AMED委託費
（次世代が

ん）



42 5,500,000 委

43 2,615,385 委

44 300,000 補

45 100,000 補

46 1,300,000 補

47 1,200,000 補

48 100,000 補

49 700,000 補

50 1,000,000 補

51 900,000 補

52 100,000 補

53 50,000 補

54 5,600,000 補

55 1,000,000 補
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腸内細菌を指標とした大腸がんスク
リーニング方法の確立とそのがん予
防への応用 / 腸内細菌を利用し
た大腸がんの早期診断方法及び発
症リスク評価方法の開発

長山 聡 大腸外科
AMED委託費
（次世代が

ん）

ヒト腫瘍組織、正常組織の採取と解
析試料作成と腫瘍浸潤各種免疫担
当細胞の解析

北野 滋久 がん免疫治療開発部
AMED委託費
（次世代が

ん）

３学会合同「がんゲノムネット」を用
いた、国民への「がんゲノム医療」に
関する教育と正しい情報伝達に関
する研究

高橋 俊二 総合腫瘍科
厚労科研補

助金

小児･AYA世代がん患者に対する生
殖機能温存に関わる心理支援体制
の均てん化と安全な長期検体保管
体制の確立を志向した研究-患者本
位のがん医療の実現を目指して

大野 真司 乳腺センター
厚労科研補

助金

BRCAnessを利用した遺伝性乳がん
の病原性予測・薬物療法効果予測
法の確立

吉田玲子 遺伝子診療部
文科省科研

費

EGFR-C797S/T790M変異による多
剤耐性の検出と克服の分子基盤研
究

内堀健 呼吸器内科
文科省科研

費

がんクリニカルシークエンス解析に
基づいた「骨軟部腫瘍分子標的」の
作用機序解明

北野滋久 がん免疫治療開発部
文科省科研

費

スマートデバイスを用いたマイクロ
サージャリートレーニングシステム
の開発

辛川領 形成外科
文科省科研

費

リキッドバイオプシーに基づく直腸癌
術前放射線化学療法の効果予測法
の開発

上野雅資 大腸外科
文科省科研

費

遺伝子変異情報に基づいた大腸癌
に対する新規治療戦略の開発 長山聡 大腸外科

文科省科研
費

革新的治療法開発を目指した抗癌
剤耐性に関わる腸内細菌叢の網羅
的探索

今村裕 食道外科
文科省科研

費

活性化ストローマ細胞とのクロス
トークを介した炎症性発癌メカニズ
ムの解明

今村裕 食道外科
文科省科研

費

間質応答を利用したホルモン受容
体陽性乳がんの治療戦略の構築 上野貴之 乳腺外科

文科省科研
費

基礎研究解析データに基づく大腸が
ん治療薬の非網羅的バイオマー
カー検証研究

末永光邦 消化器化学療法科
文科省科研

費



56 150,000 補

57 500,000 補

58 100,000 補

59 800,000 補

60 400,000 補

61 410,000 補

62 700,000 補

63 1,000,000 補

64 400,000 補

65 1,600,000 補

66 1,100,000 補

67 900,000 補

68 900,000 補

69 1,300,000 補
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個別化医療のための人工知能・深
層学習に対する統計学的評価法の
開発

牛嶋大
臨床研究・開発セン

ター
文科省科研

費

抗VEGFR2抗体投与後早期の
VEGF-A上昇の臨床的意義と新たな
治療戦略の開発

若槻尊 消化器化学療法科
文科省科研

費

骨軟部腫瘍における診断マーカー
の同定と腫瘍概念の再構築を目指
した融合遺伝子の探索

阿江啓介 整形外科
文科省科研

費

子宮頸がん放射線治療におけるラ
ディオミクス解析と標的体積縮小モ
デルの構築

中野正寛 放射線治療部
文科省科研

費

人工知能を使用した上部消化管内
視鏡における食道癌診断の検討 由雄敏之 上部消化管内科

文科省科研
費

先端モデル動物支援プラットフォー
ム 牛嶋大

臨床研究・開発セン
ター

文科省科研
費

前立腺癌に対する高線量率組織内
照射の多施設プラットフォーム構築
と国際共同研究開始

吉岡靖生 放射線治療部
文科省科研

費

体液試料からのオルガノイドによる
化学療法の治療効果予測モデルの
有用性

大木暁 消化器化学療法科
文科省科研

費

大規模経時採取検体を用いた大腸
がん肝転移巣の化学療法耐性化シ
グナルシフトの解明

長山聡 大腸外科
文科省科研

費

胆汁を用いたリキッドバイオプシー
の確立と胆管がん術前診断への応
用

伊藤寛倫 肝胆膵外科
文科省科研

費

直腸癌微小リンパ節転移検出によ
る革新的直腸癌治療戦略の構築 日吉幸晴 大腸外科

文科省科研
費

乳癌における免疫モニタリングと新
規免疫治療の開発 小野麻紀子 総合腫瘍科

文科省科研
費

肥満合併食道癌における癌細胞-脂
肪細胞間相互作用の解明と新規治
療法の開発

渡邊雅之 食道外科
文科省科研

費

非EBV非MSI-high食道胃接合部腺
癌の免疫回避機構解明と新規免疫
治療の開発

井田智 胃外科
文科省科研

費



70 900,000 補

71 1,000,000 補

72 1,300,000 補

73 1,100,000 補

74 2,000,000 補

75 2,128,032 補

76 1,000,000 補

77 2,200,000 補

78 2,000,000 補

79 1,639,734 補

80 1,500,000 補

81 1,300,000 補

82 100,000 補

83 200,000 補
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放射線照射により胃がん幹細胞に
生じる免疫学的プロファイルの変化 熊谷厚志 胃外科

文科省科研
費

免疫ゲノム解析による直腸癌術前
放射線化学療法の治療効果に寄与
する免疫環境の解明

秋吉高志 大腸外科
文科省科研

費

Radiogenomicsによる直腸がん放射
線化学療法の効果予測マーカーの
確立

福長洋介 大腸外科
文科省科研

費

新規免疫治療創出を目指したMSI-
low上部消化管腺癌の網羅的免疫・
ゲノム解析

今村裕 食道外科
文科省科研

費

子宮頸部腺系病変早期発見のため
の新しいAI細胞診の確立 杉山裕子 細胞診断部

文科省科研
費

微小肺血管計測による肺移植後慢
性拒絶反応の早期診断法の開発 佐藤嘉尚 画像診断部

文科省科研
費

乳がんにおけるIL17RBの細胞生物
学的・腫瘍免疫学的・臨床的意義の
解明

尾崎由記範 乳腺内科
文科省科研

費

nCounterを用いた遺伝子発現解析
による肺扁平上皮癌と頭頚部癌肺
転移の鑑別

一瀬 淳二 呼吸器外科
文科省科研

費

IPF合併肺癌の機序解明につながる
非侵襲的Exosome解析 山道 尭 呼吸器外科

文科省科研
費

Development of training and
simulation programs for
tracheobronchial reconstruction
surgery using a three-dimensional
operable airway model from clinical
computed tomography data

橋本浩平 呼吸器外科
文科省科研

費

肉腫における腫瘍内免疫応答の解
析に基づく最適な複合的免疫療法
の検討

佐藤靖祥 総合腫瘍科
文科省科研

費

若年発症舌がんに対する臨床的特
徴と遺伝学的背景に関する検討 大本晃弘 総合腫瘍科

文科省科研
費

生検組織を用いたリン酸化シグナル
解析によるがん多様性機序の解明
と精密医療への応用

長山聡 大腸外科
文科省科研

費

抗横紋筋抗体の病因論的自己抗体
としての意義とPD-1ミオパチーの疾
患概念の確立

北野滋久 がん免疫治療開発部
文科省科研

費



84 0 補

85 200,000 補

86 100,000 補

87 50,000 補

88 50,000 補

89 100,000 補

90 50,000 補

91 100,000 補

92 50,000 補

93 300,000 補

94 30,000 補

95 50,000 補

12

計 95 件

(注
)

1

2
3

人工知能（AI）の利用がもたらす生
命倫理問題―全体像把握と今後の
研究方向提示

平澤俊明 上部消化管内科
文科省科研

費

人工知能（AI）の利用がもたらす生
命倫理問題―全体像把握と今後の
研究方向提示

平澤俊明 上部消化管内科
文科省科研

費

飲酒喫煙が食道癌診療に及ぼすリ
スクの包括的評価における平均赤
血球容積の意義

渡邊雅之 食道外科
文科省科研

費

飲酒喫煙が食道癌診療に及ぼすリ
スクの包括的評価における平均赤
血球容積の意義

今村裕 食道外科
文科省科研

費

バイオマーカーに沿ったスタチン併
用大腸癌治療法の開発 日吉幸晴 大腸外科

文科省科研
費

腎細胞がんにおける炎症と免疫の
関連メカニズムの解明とその新規免
疫療法への応用

北野滋久 がん免疫治療開発部
文科省科研

費

レーザパルスジェットメスと血流画像
計測を用いた形成外科皮弁形成術
術中支援システム

矢野智之 形成外科
文科省科研

費

AIを用いたCTテクスチャ解析による
大腸癌肝転移に対する化学療法の
治療効果予測

今村裕 食道外科
文科省科研

費

文科省科研
費

AIを用いたCTテクスチャ解析による
大腸癌肝転移に対する化学療法の
治療効果予測

日吉幸晴 大腸外科
文科省科研

費

ctDNAメチル化検出を実装する新た
なアプローチによる大腸癌再発早期
診断法の確立

長山聡 大腸外科
文科省科研

費

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師
等が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される
主なものを記入すること。「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入す
「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元

又は委託元を記入すること。

子宮頸癌に対する本邦での低侵襲
手術の再発リスク因子の検証 金尾祐之 婦人科

文科省科研
費

骨軟部腫瘍の「小胞体ストレス」機
能解析に基づいた新規治療法開発 北野滋久 がん免疫治療開発部



高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

2 論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文
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Original Article

9

Ishioka, M.,
Yoshio, T.,

Miyamoto, Y.,
et al.

上部消化管内科

Incidence of metachronous cancer after
endoscopic submucosal dissection: a

comparison between undifferentiated-type and
differentiated-type early gastric cancer.

Gastrointest. Endosc.,
2021. Mar: 93 (3):

557-564.e1
Original Article

10

Horiuchi, Y.,
Hirasawa, T.,
Ishizuka, N.,

et al.

上部消化管内科

Performance of a computer-aided
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positive breast cancer patients with
nodal pathological complete response
after neoadjuvant chemotherapy.

Cancers (Basel),
2020 Sep: 12 (9):

E2633
Original Article

15

Takemura, K.,
Yuasa, T.,
Fujiwara, R.,

et al.
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ultrasonography and fluorescence
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1018
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long-term outcomes in patients enrolled in two

prospective randomized controlled trials
comparing the efficacy of oral tegafur-uracil

with CMF (N·SAS-BC 01 trial and CUBC trial)

Breast Cancer Res.
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ground-glass nodules.

Clin. Lung Cancer,
2020 May: 21 (3):

281-287
Original Article

53

Takahashi, S.,
Uemura, M.,
Kimura, T., et

al.

総合腫瘍科

A phase I study of enfortumab
vedotin in Japanese patients with
locally advanced or metastatic

urothelial carcinoma.
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with first-line cetuximab plus chemotherapy for
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proximal remnant stomach: How much
does a small remnant stomach after

subtotal gastrectomy work?

Surg. Endosc., 2020
Dec: 34 (12): 5540-

5549
Original Article

63
Hayami, M.,

Watanabe, M.,
Mine, S., et al.

食道外科
Steam induced by the activation of

energy devices under a wet condition
may cause thermal injury

Surg. Endosc., 2020
May: 34 (5): 2295-

2302
Original Article

64

Tokai, Y.,
Yoshio, T.,

Aoyama, K., et
al.

上部消化管内科

Application of artificial intelligence
using convolutional neural networks in
determining the invasion depth of

esophageal squamous cell carcinoma.

Esophagus, 2020 Jul:
17 (3): 250-256
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2020 Jul: 50 (7): 753-

765
Review

165

Matsuura, Y.,
Ichinose, J.,
Nakao, M., et

al.

呼吸器外科

Recent fluorescence imaging
technology applications of

indocyanine green in general thoracic
surgery.

Surg. Today, 2020
Nov: 150 (11): 1332-

1342
Review
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166
Fujiwara, Y.,
Sato, Y.,
Wang, X.

総合腫瘍科
Screening for COVID-19 in

symptomatic cancer patients in a
cancer hospital.

Cancer Cell, 2020
Nov: 38 (5): 609-610

Letter

167

Ozaki, Y.,
Masuda, J.,
Kataoka, A.,

et al

乳腺内科
Utility of preoperative computed
tomography scans for coronavirus

disease in a cancer treatment center

Cancer Cell, 2021
Jan: 39 (1): 9-10

Letter

168

Sato, Y.,
Fujiwara, Y.,
Fukuda, N., et

al

総合腫瘍科
Changes in treatment behavior during

the COVID-19 pandemic among
patients at a cancer hospital

Cancer Cell, 2021
Jan: 39 (2): 130-1

Letter

169
Bellato, V.,
Konishi, T.,
Pellino, G.,

大腸外科 (Bellat and
Konishi co-first author)

Impact of asymptomatic COVID-19
patients in global surgical practice
during the COVID-19 pandemic.

Br. J. Surg., 2020
Sep:107 (10): e364-

e365
Letter

170

An, Y.,
Bellato, V.,

Konishi, T., et
al.(An and
Konishi co-

大腸外科
Surgeons' fear of getting infected by

COVID19: A global survey.

Br. J. Surg., 2020
Oct107 (11): e543-

e544,
Letter

171
Takahashi, K.,
Okamura, A. ,
Watanabe, M.

食道外科
ASO author reflections:

Cervicothoracoscopic esophagectomy
for esophageal cancer.

Ann. Surg. Oncol.,
2020 May: 27 (5):

1531-1532
Letter

172
Nakanishi, R. ,
Akiyoshi, T.

大腸外科

ASO author reflections: CT-based
radiomics model to predict lateral

lymph node metastasis after
neoadjuvant (chemo)radiotherapy in

advanced low rectal cancer.

Ann. Surg. Oncol.,
2020 Oct: 27 (11):

4284-4285
Letter

173

Suzuki, T.,
Okamura, A.,
Watanabe, M. ,

et al.

消化器化学療法科
ASO author reflections: How should
we approach borderline resectable

esophageal squamous cell carcinoma?

Ann. Surg. Oncol.,
2020 May: 27 (5):

1518-1519
Letter

174
Okamura, A.,
Matsuda, S.,
Kawakubo, H.,

食道外科

ASO Author reflections: Prediction of
the therapeutic efficacy in patients
with neoadjuvant chemotherapy for
esophageal squamous cell carcinoma.

Ann. Surg. Oncol.,
2020 Dec: 27

(Suppl.3): 795-79
Letter

175
Okamura, A.,
Watanabe, M. ,

Mitani, H.
食道外科

ASO author reflections: What is the
optimal method of digestive
reconstruction following

pharyngolaryngectomy with total
esophagectomy?

Ann. Surg. Oncol.,
2020 Dec: 27

(Suppl.3): 824-825
Letter

176

Kanao, H.,
Chang, E. J.,
Matsuzaki, S.,

et al.

婦人科

Survival effect of intra-operative tumor spillage
during minimally invasive hysterectomy for
early-stage endometrial cancer: a call for

research.

Int. J. Gynecol.
Cancer,2021 Feb: 31

(2): 308-309
Letter

177

Kanao, H.,
Kurita, T.,

Tanaka, Y., et
al.

婦人科

Differences between laparoscopic
super-radical hysterectomy and
laterally extended endopelvic

resection.

Gynecol. Oncol. Rep.,
2021 Feb (オンライ
ン): 0236: 100728

Others

178 Watanabe, M. 食道外科

Salvage esophagectomy for residual
tumor after definitive

chemoradiotherapy for esophageal
squamous cell carcinoma invading the
neighboring organs: Is it a feasible

choice?

Ann. Surg. Oncol.,
2020 Sep: 27 (9):

3107-3108
Others

179 Yuasa, T. 泌尿器科

Editorial comment on: prognostic implication of
body mass index on survival outcomes in

surgically-treated non-metastatic renal cell
carcinoma: A single institutional, retrospective

analysis of a large cohort

Ann. Surg. Oncol.,
2020 Jul: 27 (7):

2137-2138
Othes

180
Ito, H.,

Takahashi, Y. ,
Saiura, A.

肝胆膵外科

Commentary: Complex venous
resection and reconstruction for

locally advanced pancreatic cancer:
Our approach.

Surgery, 2020 Dec:
168 (6): 1056-1057

Others

181

Nakao, M.,
Ichinose, J.,
Matsuura, Y.,

et al.

呼吸器外科
Different perspectives and viewpoints
on the postoperative management of

EGFR-mutant lung cancer

Ann. Transl .Med.,
2020 Sep: 8 (18):

1201
Others

182 Yuasa, T. 泌尿器科
A novel classification for local

recurrence after surgical removal of
renal cell cancer.

Ann. Transl .Med.,
2020 Aug: 8 (15): 970

Others

183 Takano, T. 乳腺内科

The era of meta-analyses-based
recommendations: how were the
Japanese Breast Cancer Society
Clinical Practice Guidelines for

systemic treatment of breast cancer
established?

Breast Cancer, 2020
May: 27 (3): 332-333

Others

184

Takahari, D.,
Chin, K. ,

Yamaguchi, K.
et al.

消化器化学療法科

Upcoming first-line chemotherapy for
HER2-negative gastric cancer in
Japan: Which patients benefit from

immunotherapy?

Future Oncol., 2020
Aug: 16 (24): 1797-

1799
Others

185 Yuasa, T. 泌尿器科

Editorial comment to presence of
constipation predicts the therapeutic

efficacy of pembrolizumab in
metastatic urothelial cancer patients.

Int. J. Urol.,
2020.1227 (12): 1123

Others

186

Fukuoka, M.,
Ueno, T.,

Yoshida, K., et
al.

乳腺外科 Breast castleman disease.
Breast J., 2020 Sep:
26 (9): 1855-1856

Others

187 Konishi, T. 大腸外科
Why do we need to know the

differences between the East and
West?

Clin. Colon Rectal
Surg., 2020 Nov: 33

(6): 327-328
Others
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計 187 件



(注） 1

2

3

4

5

6

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所
題名

雑誌名・
出版年月等

論文種別

1 Original Article
2 Case report
3
～

計 件

(注） 1

2

当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に
資するものと判断される主なものを記入すること。

記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に
準じること。

当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発およ
び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合に
は、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑
誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講
座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所
属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特
定機能病院に所属している場合に限る。）

「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以
上は、他、またはet al.とする。

「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin press
の掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記するこ
と）。

記載例： Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9 / Lancet. 2015 Dec (オンライン）

「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。



(様式第 3)

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制

(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無

・ 手順書の主な内容

1. 総則（適用範囲、用語、秘密の保全、モニタリング・監査及び厚生労働大臣が実施する調査への
協力、本手順書の保管及び配付）

2. 倫理審査委員会の業務（設置者の責務、役割・責任、設置及び構成、審査、委員長及び副委員
長の責務）

3. 他の研究機関の研究審査等の取り扱い

4. 倫理審査委員会事務局の業務

5. 記録の保存（保存期間、保存場所、廃棄）

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 12回

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に「有」に○

印を付けること。

2 前年度の実績を記載すること。

(2)利益相反を管理するための措置

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会

の設置状況

有・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無

・ 規定の主な内容

公益財団法人がん研究会 医学研究に関する利益相反マネジメントポリシー

公益財団法人がん研究会 医学研究に関する利益相反の管理に関する規約

利益相反委員会規程

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会

の開催状況

年 2回

(注）前年度の実績を記載すること。

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 2回



・研修の主な内容

○研究者倫理に関する講習会 ～2020年7月開催

○ICRweb（e-ラーニング） ～2020年4月～6月に受講

(注）前年度の実績を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

1 研修の内容

各コース、プログラムに従い研修を進める。各コースプログラムのローテーションでは、選択したコースプ

ログラムに関連する診療科部門を3ヶ月から最大12ヶ月の期間で研修を行う。研修にあたっては、各コー

スとも、教育責任者1名と指導医を複数名配置し、指導は学会専門医などの資格を有する者が中心とな

り、チーム全体での指導が受けられる体制をとっている。

また、各カンファレンスにも参加し、特にキャンサーボードでの検討に基づく集学的医療を実践する。加え

て基礎的ながん研究を行うがん研究所も併設しており、専門の研究者との交流も行い知識を深めてもら

う。

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師に対

する専門的な研修について記載すること。

2 研修の実績

上記研修を受けた医師数 138人

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。

3 研修統括者

研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 臨床経験年数 特記事項

西尾 誠人 呼吸器内科 呼吸器センター長 32年

藤崎 順子 消化器内科 部長 38年

髙野 利実 乳腺内科 部長 23年

文 敏景 呼吸器外科 部長 24年

渡邊 雅之 消化器外科 部長 31年

大野 真司 乳腺外科 乳腺センター長 37年

金尾 祐之 婦人科 部長 24年

三谷 浩樹 頭頸科 部長 33年

阿江 啓介 整形外科 部長 28年

米瀬 淳二 泌尿器科 部長 35年

丸山 大 血液腫瘍科 部長 22年

髙橋 俊二 総合腫瘍科 部長 38年

中山 耕之介 皮膚科 部長 31年

清水 研 腫瘍精神科 部長 23年

寺嶋 克幸

麻酔科

救急部

集中治療部

部長 28年

矢野 智之 形成外科 部長 21年

辻 英貴 眼科 部長 29年

川原 玲子 緩和治療科 部長 40年

吉岡 靖生 放射線治療部 部長 26年

寺内 隆司 画像診断センター 画像診断センター長 35年

河内 洋 病理部 部長 24年

富塚 健 歯科 部長 35年

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている診療科

については、必ず記載すること。



(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブス

ペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブス

ペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。



(様式第 4)

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

■研修登録医制度

(対象：医師)

研修内容：他の医療機関に所属する医師を対象に、研修登録医という名称で希望する診療科に受入れ、

研修を行っている。

研修期間：研修者の希望に合わせて1日から1年間と幅広く設定し、希望に応じて延長も可能としている。

参加人数：27名

■がん医療従事者研修会

（対象：医師・薬剤師・看護師・診療放射線技師）

・研修の期間・実施回数・参加人数

2020年9月13日 1回 （30名） がん診療等に携わる医師等に対する緩和ｹｱ研修会（30名）

2020年11月6日 1回 （36名） 看護師研修会 weｂ

2020年11月28日 1回 （31名） 東京都緩和ｹｱ研修会（多職種） web



2021年2月8日～28日 1回 （262名） 薬剤師研修会 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型

2021年2月8日～28日 1回 （289名） 診療放射線技師研修会ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型

2021年2月27日 1回 （142名） 放射線腫瘍医研修会

2021年3月6日 1回 （31名） 緩和ｹｱﾁｰﾑﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修会 web

2021年3月13日 1回 （252名） がんの薬物療法研修会 web

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施行規

則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供

する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療従事者を対象と

して実施した専門的な研修を記載すること。



(様式第 5)
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別 １．計画 ２．現状
管理責任者氏名 佐野 武
管理担当者氏名 各管理責任部署の長

保 管 場 所 管 理 方 法
診療に関
する諸記
録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項

病院日誌 院長室 …病院日誌は、院長室、
各診療科医局、処方せ
んは薬剤部。他、手術記
録、看護記録、検査所見
記録、エックス線写真、
患者に係る入院経過の
要約及び入院飲料計画
書は電子カルテ等による
システム管理。紹介状の
原本については、診療情
報管理室にて保管。
…診療録を病院外に持
ち出す際の取り扱いにつ
いては、原則、禁止として
いる。

各科診療日誌 各診療科

処方せん 薬剤部

手術記録 手術室

看護記録 ＩＴ推進課

検査所見記録 ＩＴ推進課

エックス線写真 ＩＴ推進課

紹介状 IT推進課

退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書

ＩＴ推進課

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に
掲
げ
る
事
項

従業者数を明らかにする帳簿 人事部 …人事部で作成管理。

…先進医療の年度報告
をファイル保管。

…学術研究委員会の活
動記録（議事録等）を保
管。
…人事部にてファイル保
管。

…開示請求に基づき各
管理責任部署が対応。

…電子カルテによるシス
テム管理

…医事システム。但し、
調剤数は薬剤システムで
データを管理。

高度の医療の提供の実績 臨床研究・開発センター
事務室

高度の医療技術の開発及び評価
の実績

総務課及び高難度新規
医療技術管理部

高度の医療の研修の実績 人事部

閲覧実績 各管理責任部署

紹介患者に対する医療提供の実
績

医事部及びＩＴ推進課

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿

医事部及び薬剤部

規
則

第
一

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況

医療安全管理部 …ファイル保管の上、電
子カルテにて、常時閲覧
可。



医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況

医療安全管理部
…医療安全管理委員会
の開催記録（議事録等）
をファイル保管、及び、共
有ファイルにデータ保管。

…医療安全職員研修会
の開催記録をファイル保
管。

…各現場からのＩＡレポー
ト報告及びその改善のた
めの医療安全管理委員
会等での検討内容をファ
イル保管。

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況

医療安全管理部

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況

医療安全管理部

保 管 場 所 管 理 方 法

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

院内感染対策のための指針の策
定状況

院内感染対策部 …ファイル保管の上、電
子カルテにて、常時閲覧
可。

…院内感染対策委員会
の開催記録（議事録等）
をファイル保管、及び共
有ファイルにデータ保管。

…院内感染対策研修会
の開催記録をファイル保
管。
…各現場からのレポート
報告及びその改善のた
めの委員会等での検討
内容をファイル保管

…医薬品安全管理責任
者を配置。

…医薬品の安全使用の
ための研修の開催記録
をファイル保管。

…薬剤部にてファイル保
管。

…医薬品情報管理室に
て医薬品情報の収集、評
価等を実施し、記録をフ
ァイル保管。

院内感染対策のための委員会の
開催状況

院内感染対策部

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況

院内感染対策部

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況

院内感染対策部

医薬品安全管理責任者の配置状
況

薬剤部

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況

薬剤部

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況

薬剤部

医療機器安全管理責任者の配置 ＭＥセンター



状況 …医療機器安全管理責
任者を配置。

…医療機器の安全使用
のための研修の開催記
録をファイル保管。

…自主点検及びメーカー
等による保守点検記録
等をファイル保管。

…購買課にて医療機器
情報の収集、評価等を実
施し、記録をファイル保
管。

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況

ＭＥセンター

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況

購買課

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況

購買課

保 管 場 所 管 理 方 法
病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項

医療安全管理責任者の配置
状況

総務課 …医療安全管理責任者を配
置し、組織図で明示。

…院内感染対策の専任者を
配置。

…薬剤部にてファイル保管。

…インフォームドコンセント委
員会の開催記録（議事録等
）をファイル保管、及び共有
ファイルにデータ保管。

…診療情報管理委員会の
開催記録（議事録等）をファ
イル保管、及び共有ファイル
にデータ保管。

…医療安全管理責任者を配
置し、医療安全管理部、院
内感染対策部、クオリティイ
ンプルーブメント部、医療ク
オリティマネジメント部を統
括している。

…平成28年10月1日付で医
療クオリティマネジメントセン
ターに高難度新規医療技術
管理部を設置。

…平成28年10月1日付で医
療クオリティマネジメントセン

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況

医療クオリティマネジ
メントセンター

医薬品安全管理責任者の業
務実施状況

薬剤部

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況

診療情報管理室

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況

診療情報管理室

医療安全管理部門の設置状
況

医療クオリティマネジ
メントセンター

高難度新規医療技術の提供
の適否等を決定する部門の状
況

医療クオリティマネジ
メントセンター

未承認新規医薬品等の使用
条件を定め、使用の適否等を

医療クオリティマネジ
メントセンター



決定する部門の状況 ターに未承認新規医薬品等
管理部を設置。

…平成28年8月10日付で監
査委員会を設置し、平成28
年度は委員会を2回開催。

…医療クオリティマネジメント
センター事務室でファイル保
管。

…医療クオリティマネジメント
センター事務室でファイル保
管。

…患者相談室でファイル保
管。

…監査コンプライアンス室で
ファイル保管。

…医療クオリティマネジメント
センター事務室でファイル保
管。

…医療クオリティマネジメント
センター事務室でファイル保
管。

…総務部でファイルにて保
管。
…監査室でファイルにて保
管。

…総務部でファイルにて保
管。

監査委員会の設置状況 医療クオリティマネジ
メントセンター

入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告
状況

医療クオリティマネジ
メントセンター

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況

医療クオリティマネジ
メントセンター

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況

患者相談室

医療安全管理の適正な実施
に疑義が生じた場合等の情報
提供を受け付けるための窓口
の状況

監査コンプライアンス
室

職員研修の実施状況 医療クオリティマネジ
メントセンター

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の
ための研修の実施状況

医療クオリティマネジ
メントセンター

管理者が有する権限に関する
状況

総務部

管理者の業務が法令に適合
することを確保するための体
制の整備状況

内部監査室

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況

総務部

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方法の概
略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載すること。



(様式第 6)

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

計画・現状の別 １．計画 ２．現状

閲 覧 責 任 者 氏 名 佐野 武

閲 覧 担 当 者 氏 名 総務部 山崎周士

閲覧の求めに応じる場所 総務課、患者相談窓口、相談室等

閲覧の手続の概要

総務課、患者相談窓口にて閲覧申請の初期対応を実施。申請内容により各記録の担当者へ連絡、閲覧

の承認を得た後、申請者へ連絡・閲覧を実施する。

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20第 5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は現

状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号に〇

印を付けること。

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数 延 ０ 件

閲 覧 者 別 医 師 延 ０ 件

歯 科 医 師 延 ０ 件

国 延 ０ 件

地 方 公 共 団 体 延 ０ 件

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。



規則第１条の 11 第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有・無

・ 指針の主な内容：
第１ 医療安全管理に関する基本的考え方
第２ 医療安全管理委員会・組織に関する基本的事項
第３ 医療安全管理のための職員研修に関する基本方針
第４ アクシデント報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に

関する基本方針
第５ 重大事故発生時の対応に関する基本方針
第６ 医療従事者と患者との間の情報共有に関する基本方針
第７ 患者からの相談への対応に関する基本方針
第８ その他医療安全の推進のために必要な基本方針

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況

・ 設置の有無（ 有・無 ）
・ 開催状況：年 12回
・ 活動の主な内容：
１）医療安全管理のための指針の策定および改訂ならびに職員への周知
２）医療安全に係る問題の調査および分析
３）前号の結果を活用し、改善のための方策の企画立案および実施
４）前号の改善のための方策の職員への周知
５）改善のための方策の実施状況の調査および必要に応じて当該方策の見直し
６）入院患者死亡報告および重大事故報告の状況確認および病院長への確認結

果の報告
７）前号の実施状況が不十分な場合の職員への研修および指導
８）その他、医療に係る安全管理のための業務

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年3回

・ 研修の内容（すべて）：
１）全体研修会：1999年12月28日 私達は忘れないこの日を 2020年6月 e-learning

２）医療安全研修会：免疫抑制・化学療法により発症するHBV再活性化予防 2020
年11月17日

３）全体研修会：患者安全の全体像 2020年12月 e-learning

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

１）当事者または発見者がIAレポートシステムを用いてIA報告を行う。
２）各部署にてRMを中心として必要時にRCA分析などにより事例の検討を行う。
３）RM部会でIA報告の事例共有、改善の検討または依頼を行う。必要時には医療安

全管理委員会へ上申する。
４）各部署またはRM部会にて立案した改善案をもとに、医療安全管理委員会で

改善策を検討、決定する。
５）病院管理者連絡会議や部署RM連絡会などで事例と改善策を周知する。
６）改善策の実施後、モニタリングなどで改善策の効果の評価を行う。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置

① 院内感染対策のための指針の策定状況 有・無

・ 指針の主な内容：
１）院内感染対策に関する基本的考え方
２）院内感染対策のための委員会等病院感染対策の組織に関する基本的事項
３）院内感染対策のための職員に対する研修に関する基本方針
４）感染症の発生状況に関する基本方針
５）院内感染発生時の対応に関する基本方針
６）患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針
７）その他院内感染対策推進のために必要な基本方針

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年12回

・ 活動の主な内容：
１）院内感染対策マニュアルの作成および最新の科学的・公衆衛生学的情報を踏まえた定期的

な改訂
２）院内感染対策の実施状況の報告と改善策の立案
３）院内の感染症発生状況のサーベイランス結果の報告と結果を踏まえた改善策の立案
４）アウトブレイクあるいは重要感染症発生時（疑い時を含む）の状況・対応報告と改善策の立案
５）院内感染に関する情報収集・共有および内外への情報発信の検討
６）職業感染予防策の実施状況の報告と改善策の立案
７）抗菌薬使用状況・多剤耐性菌等のサーベイランス情報の共有と改善策の立案
８）その他、院内感染対策及びその防止にかかわるすべての事項

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年40回

・ 研修の内容（すべて）：
新入職員研修：「感染管理、感染症診療について」（1回）
看護部新規看護師採用者オリエンテーション：「感染予防・対策、標準予防策 他」（5回）
復職者、中途採用者（新採用者）オリエンテーション：「感染管理・感染症診療について」（12回）
病院全体研修：「新型コロナ時代の医療機関における感染対策」（1回）

「感染対策と抗菌薬適正使用に必要な微生物検査の知識」（1回）
委託清掃スタッフ研修：「感染経路と感染対策」（3回）「個人防護具の着脱方法」（3回）
委託リネンスタッフ研修：「感染経路と感染対策」（2回）
委託警備スタッフ・設備整備スタッフ研修：「感染経路と感染対策」（4回）
委託中材スタッフ研修：「感染経路と感染対策」（2回）
委託物品管理スタッフ研修：「感染経路と感染対策」（3回）
リンクナース研修：「個人防護具の着脱方法」「末梢静脈カテーテル関連血流感染症」（2回）
感染症勉強会：「化学療法部オリエンテーション 感染症の管理」（1回）

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況

・ 病院における発生状況の報告等の整備 （ 有・無 ）
・ その他の改善のための方策の主な内容：

１）感染対策および感染症診療に関するコンサルテーション体制の整備
２）院内ラウンドを行い、感染対策に関する問題点の把握・分析、対策の立案、実施・評価
３）感染症発生状況および感染対策に関する情報提供（感染情報レポート・ICTニュースを作成し、院

内ネットワーク掲示板に掲載）
４）院内感染対策マニュアルの整備
５）職業感染予防策の実施（ウイルス抗体価測定、ワクチン接種、針刺し・粘膜曝露対応）
６）手指衛生の指導と実施状況のモニタリング
７）院内感染対策実施のための院内の各部門・部署との連携

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措

置

① 医薬品安全管理責任者の配置状況 有・無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年 65 回

・ 研修の主な内容：

(1) 医薬品安全管理研修会（WEB開催）

・持参薬の管理と過去の事例から学ぶ医療安全：2020年7月6～26日（248名受講）

・持参麻薬処方時に活用する緩和医療支援ツール

～麻薬に関連した インシデント、アクシデント事例の紹介～

2021年3月19～31日（446名受講）

（2）新入職者を対象とする入職時研修（WEB開催）

・医薬品安全研修：2020年4月1日～4月8日（対象者66名中66名参加）

(3) 中途採用者・復職者を対象とする入職時研修（WEB開催）

・医薬品安全研修：2020年4月1日～4月8日（対象者102名中102名参加）

(4) 病棟看護師への医薬品安全使用のための研修会

・薬袋表記の変更について 2020年5月8日～5月20日（215名受講）16回

・適切な薬剤投与のために 2020年6月19日～8月20日（135名受講）22回

・医療麻薬の適性使用について 2020年6月19日～11月27日（135名受講）23回

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・ 手順書の作成 （ 有・無 ）

・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容：

（1）手順書の定期的な見直し及び改訂

・医薬品安全使用のための業務手順書の定期的な見直しを年に 1回実施している。

随時改訂が必要な際は医療安全管理委員会の承認を得て改訂する（最終改訂 2021 年 3月 16 日）

（2）手順書に基づく業務の実施

・医薬品安全管理担当者（薬剤管理室室長）は、病棟薬剤師、外来部門等担当薬剤師と協働し

「病棟等おける医薬品管理チェック報告書」を作成し、状況を確認する。病棟担当の薬剤師は

週に1回、外来部門等の担当薬剤師は毎月1回報告書を作成し、医薬品安全管理責任者へ報告する。

・医薬品安全管理責任者は状況に応じて必要な対策を講じる指示を出している。

・医薬品安全管理担当者は病棟担当薬剤師と連絡会議を開催し、医薬品の安全使用を目的とした

医薬品に係る情報共有し、レベルに応じた情報提供を実施している。

・医薬品安全管理担当者は「病棟等における医薬品管理チェックについての報告書」のサマリーを薬剤部



内全体へ周知している。

・医薬品安全管理責任者は、医療安全管理委員会に報告し、必要に応じて病院運営会議、診療部長会議

等で報告周知している。

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その他の
医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・医薬品に係る情報の収集の整備 （ 有・無 ）

・未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）：

＊未承認薬 ：0件

＊適応外使用：①抗がん薬（術後補助化学療法等）：58件

カペシタビン（26）、S-1（32）

②希少がん等：21レジメン、 30件

CPT-11(1)、レトロゾール(1)、CBDCA/PAC(2)、CDDP/VP16(4)、ロンサーフ(1)

ペンブロリズマブ(1)、CCRT(CDDP)(1)、S-1(5)、VCR/CPA(RT併用)(1)、

FOLFOX(1)、IFM/VP16(1)、GEM/nab-PTX(1)、スニチニブ(1)、ニボルマブ(1)

タモキシフェン(1)、GEM/S-1(1)、CBDCA/VP16(1)、CBDCA/GEM(1)、DTX(2)、

乾燥BCG(1)、CBDCA/CPT-11(1)

③irAE等の副作用対策（支持療法）：20件

デキサメタゾンエリキシル(11)、フィブリノゲン(6)、シクロスポリン(3)

④その他（一般薬等）：14薬剤 98件

ウロキナーゼ(3)、オクトレオチド(28)、エチレフリン(2)、アダパレン(52)

ヘパリンCa皮下(1)、ミノサイクリン(4)、トルバブタン(1)、50%糖液(1)、

ブプレノルフィンテープ(1)、トラネキサム酸(1)、クラリスロマイシン(1)

アピキサバン(1)、レベチラセタム注(1)、エドキサバン(1)、

＊禁 忌：併用禁忌：1件

ノルアドレナリン+ドブタミン

・その他の改善のための方策の主な内容：

＊PMDAやメディナビ、SAFE-DIに登録し採用医薬品（非採用医薬品含む）の情報収集

＊学会誌や業界誌（日刊薬業、メディファックス等）の定期購読による情報収集

＊採用医薬品の販売メーカー担当MRとのWEB面談での情報収集

＊近隣連携施設（病院、保険薬局含む）との定期面談による情報収集

＊医薬品情報担当薬剤師と臨床担当薬剤師等からの副作用発生等の情報共有・把握

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第１条の 11 第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置

① 医療機器安全管理責任者の配置状況 有・無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年 55回

・ 研修の主な内容：

・人工呼吸器の取り扱いについて
・血液浄化装置について
・除細動器について
・輸液ポンプ・シリンジポンプの取り扱いについて
・リニアックについて
・診療用放射線照射装置について
・新規導入機器の取扱いについて

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・ 医療機器に係る計画の策定 （ 有・無 ）
・ 機器ごとの保守点検の主な内容：

・委託業者による定期点検及び当院臨床工学技士による自主点検
・人工呼吸器
・血液浄化装置
・除細動器
・診療用高エネルギー放射線発生装置
・診療用放射線照射装置
・医用Ｘ線ＣＴ装置

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集その
他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況

・ 医療機器に係る情報の収集の整備 （ 有・無 ）
・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：前年度実績なし

・ その他の改善のための方策の主な内容：

・安全情報については、行政・ＰＭＤＡからの情報を確認し、また製造販売業者からの通知、新聞記事などか
ら情報収集し、当院該当機器については医療機器安全管理委員会で検討し、各部署へ周知する。また、
電子カルテ上に医療機器安全管理の掲示板を設置し、随時、情報を職員に提供している。

・院内で起きたＩＡ事例についてはイントラネットを活用し、医療安全通信に掲載して全体へ情報発信し、注意
喚起を行っている。

・不具合が生じた医療機器に関しては、ただちにＰＭＤＡへ報告をし、改善を求める。

(注）前年度の実績を記入すること。



規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況

① 医療安全管理責任者の配置状況 有・無

・責任者の資格（医師・歯科医師）
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医療
機器安全管理責任者の統括状況

医療安全管理責任者は、医療安全管理委員会の委員長を務めており、委員会の運営の中で、委員会委
員として参加している医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者、医療放射線安全管理責任者に
活動状況を報告させている。また、医療クオリティマネジメントセンター長として、医療安全管理部ならびに院
内感染対策部を統括している。

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（ 7名）・無

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況

(1) 医薬品情報管理室には専従薬剤師 2名を配置し、情報の収集・整理・周知及び周知状況の

確認を行っている。

(2) 情報の収集と整理

＊PMDA やメディナビ、SAFE-DI に登録し採用医薬品（非採用医薬品含む）の情報収集

＊学会誌や業界誌（日刊薬業、メディファックス等）の定期購読による情報収集

＊採用医薬品の販売メーカー担当 MR との WEB面談での情報収集

＊近隣連携施設（病院、保険薬局含む）との定期面談による情報収集

＊医薬品情報担当者は臨床担当薬剤師等からの副作用発生等の情報把握・共有及び報告を実施

(3) 情報の周知と確認

・院内における情報の周知と確認

情報のレベル分類を大内、レベルに応じた情報発信と確認を実施している

レベル A（緊急安全性情報、安全性速報、リコール情報等）

→処方患者、処方医を特定し個別に処方医に直接情報提供を行い、 「情報提供の

記録」を作成し、保管する（レベル Cでの対応に加えて）。

→必要に応じて対策を当該委員会で検討する。

レベル B（医薬品安全性情報、適応症・用法用量の追加、禁忌事項等）

→診療科（汎用する医師）に対し、病棟担当薬剤師からカンファレンスや Cancer Board 等

で直接伝達し、周知した情報(内容)、カンファレンス等出席者を記録する（レベル Cの対応に加え

て）。

レベル C（薬事審議委員会報告、包装変更等）

→DI-News として院内配布および院内イントラネット（掲載）による情報周知



・薬剤部内における情報の周知と確認

Dr.JOY による情報の伝達と「既読」の有無による周知の確認（一般事項）

Desknets の回覧機能による情報の伝達と「既読」の有無による周知の確認（機密事項）

薬剤部内掲示による情報の伝達と「確認済」のチェック

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況

（１）未承認薬

・治験/臨床研究 → IRB（臨床研究等倫理審査委員会）で審議、承認

・試薬等を用いる特殊院内製剤 → 薬事審議委員会で審議。また、未承認新規医薬品等評価

委員会で承認

・患者の持込み等（例:入院時の薬剤師による持参薬確認等で把握）

→ 使用に際しては未承認

新規医薬品等評価委会で審議、承認

（２）適応外使用

・希少がん等に対する治療 → レジメン審査委員会（化学療法部運営委員会内）での審議、承認。

未承認新規医薬品等評価委員会で承認。

・公知申請 → 医事課/薬剤部医薬品情報管理室で把握、未承認新規医薬品等評価委員会に報

告。

・その他 → 薬剤師による処方監査時や病棟カンファ等で把握した情報(内容)を医薬品情報管理

室へ報告。未承認新規医薬品等評価委員会でも把握。

（３）禁忌（疾患禁忌、併用禁忌等）

・併用禁忌（相互作用）→ オーダーリングシステムの一次チェックで把握。

・疾患禁忌 → 薬剤師による処方監査時や病棟カンファで把握。

（４）未承認新規医薬品等管理部に部門長をおき、以下の業務を実施

・未承認新規医薬品等の使用状況の把握（月 1回）

・病院 QMC運営委員会での病院長への定期報告（月 1 回）

・未承認等の医薬品使用の記録の保管

・担当者の指名の有無（有・無）

・担当者の所属・職種：（所属：薬剤部，職種：薬剤師（薬剤管理室長） ）

＊各病棟等担当者を医薬品安全管理担当補助者に指名し、担当者と連携を取る体制としている。



・担当者の指名の有無（有・無）

・担当者の所属・職種：

（所属：薬剤部 ，職種：医薬品管理室長 ）

また、その他に各病棟業務担当者を医薬品安全管理担当補助者に指名し、担当者と連携を取る体制として

いる。

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する規

程の作成の有無 （ 有・無 ）

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容：患

者への医療の説明時に用いる文書については、規程に基づき設置された IC 委員会で審査及び修正され、

委員会承認を得た文書のみ説明文書として電子カルテに格納される。同席者および説明項目等、説明文書

に用いる項目については、IC 委員会で定める標準ひな型文書で定めている。

説明の是非等の確認は、診療情報管理委員会にて行う診療情報監査項目に含められており IC 委員会によ

る監査を代行している、監査結果は診療科部長に連絡し、病院管理者連絡会及び IC 委員会にて結果報告

し、指導を行っている。

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容：

診療録等の管理や記載内容の確認および指導は、診療情報管理委員会が統括し、同委員会と診療情報

管理室および関連する院内各部が連携して実施した。診療情報管理委員会委員長は診療情報管理責任者

が就いている。

診療情報監査は、委員長 1名と医師委員 3～6 名による主査副査方式による診療録質的監査と、薬剤部

による薬剤管理記録監査、栄養管理部による栄養管理記録監査、看護部による看護記録監査、診療情報

管理士による診療録等の量的監査から構成される。量的監査は指定した診療科・退院患者 1 ヶ月分の監査

を行った。質的監査は、毎月該当診療科を指定月に退院した患者の中から 3～6 名を量的監査結果より抽

出して実施した。また IC 委員会の代行として、説明同意の内容記録についても監査した。

上記の監査結果は診療情報管理委員会にて審議し、当該診療科部長へ報告し不備については改善を勧

告し、月一回定期開催される病院管理者連絡会議と IC委員会にも報告した。特に問題のある診療録記載内

容については、再監査を行い診療情報管理委員会委員長が、当該医師・職員に面談し口頭指導することに

なっているが、該当する記載はなかった。看護記録監査は看護部による手順により全看護師が参加して行っ



ている。

具体的な診療録記載に関する監査項目は以下である。

質的監査（医師）

記載原則

記載された順に従って閲覧するだけで患者の全体像が把握できる

診療の都度、遅滞なく速やかに記載されている

適切に SOAP を用いて記載されている

外国語・略語は適切に使用されており、誤字脱字は認められない

事実を正確かつ客観的に記載し、あいまいな表現をしていない

医師・スタッフの私的メモや備忘録など不適切な表現がない

IC の記載

適切なタイミングで ICが実施され、記載されている

病名・病態の説明がされている

治療や検査の目的・必要性の説明がされている

治療や検査の内容の説明がされている

期待される効果の説明がされている

予測される毒性等の説明がされている

病院側の同席者（看護師など）が記載されている

傷病名の記載

正しい病名登録がされている

入院の契機となった主病名・副病名が的確である

入院期間

最低、週１回の部長（部長代行者）回診がおこなわれている

処置・処方指示記載・変更・訂正は正しく行われている

退院サマリ

正確かつ他者から見て理解できる内容である

投薬時の記載

投薬時に正しく診療内容が記載されている

質的監査（薬剤部）



記載原則

患者指導の都度、遅滞なく速やかに記載されている

適切なプロブレムが挙げられている

SOAP形式で記載されている

"日本語で記載されており外国語・略語は使用していない"

コピー＆ペーストは多用されていない

事実を正確かつ客観的に記載し、あいまいな表現をしていない

誤字・脱字が認められない

私的メモや備忘録は記載されていない

感情的な記載など不適切な表現がない

"薬剤管理指導

算定の記録 薬剤管理指導実施の文言がある

"プロブレムリストを用いている

抗血栓薬がある場合はテンプレートを用いて評価している

"手術患者への記載内容

手術日、術式の記載がある

術前中止薬の有無、薬剤アレルギー、既往歴の記載がある

パスを使用するにあたっての注意すべき疾患の有無

パス説明実施、理解度、薬剤についての評価が記載されている

"がん化学療法患者への記載

経過日、検査値、バイタル、糖尿病、B 型肝炎の抗体・抗原についての記載がある

がん患者指導テンプレートを用いている

Grade 2 以上の有害事象について評価されている

"麻薬加算について

オピオイドの服薬状況について記載がある

NRS、疼痛部位について記載がある

"退院時指導について

退院処方説明実施と理解度の記載がある

術前中止薬の再開の確認がされている

質的監査（栄養管理部）



栄養指導

栄養指導実施の記録（指示内容、実施時間）

栄養ｻﾎﾟｰﾄﾁｰﾑ

初回栄養スクリーニングシートの作成

カンファレンスの記録（参加者、計画案）

栄養治療実施計画の作成

量的監査（診療情報管理士）

患者情報：主訴・現病歴・既往歴・アレルギーがあれば薬剤・食品名等の記載・感染症

説明と同意：IC テンプレートノート記載の有無、もしくは電子カルテに同意の記載の有無

治療記録：手術関連の同意書等（輸血・麻酔）により同意された旨確認できる

治療記録の記載の有無（手術・治療・処置・検査など）

入院診療計画書：病名、治療計画、看護、リハ等計画の記載の有無

検査結果の確認記載：画像診断（CT・MRI）の結果確認の有無

看護サマリ：退院・転科看護サマリが作成されている

前年度の監査実績：消化器化学療法科・肝胆膵内科・上部消化管内科・下部消化管内科・胃外科・肝胆膵

外科・食道外科・大腸外科・呼吸器内科・呼吸器外科・婦人科・泌尿器科・血液腫瘍科・総合腫瘍科・乳腺内

科・乳腺外科・整形外科・形成外科・頭頸科・眼科・皮膚腫瘍科・先端医療科・救急部

1 年間で入院治療のある全診療科の診療録を監査した。

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無

・所属職員：専従（ 4 ）名、専任（ ）名、兼任（ 6 ）名

うち医師：専従（ 1 ）名、専任（ ）名、兼任（ 4 ）名

うち薬剤師：専従（ 1 ）名、専任（ ）名、兼任（ ）名

うち看護師：専従（ 2 ）名、専任（ ）名、兼任（ ）名

うち臨床工学技士：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（ 1 ）名

うち診療放射線技師：専従（ ）名、専任（ ）名、兼任（ 1 ）名

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること

・活動の主な内容：

１）専従の医師・看護師・薬剤師による医療安全に関する職員の意識の向上や、指導のための教育・研修



の実施。
２）医療事故防止の取り組み。日々のインシデント・アクシデント報告をもとに、情報収集・分析・対策の立

案、必要な指導を実施。
３）医療安全管理委員会で検討を行う事例の調査ならびに資料作成。
４）医療安全通信の発行や医療事故情報の配信。
５）院内死亡および重大事例への対応。事実の確認と検証を行い、有害事象調査委員会の資料作成およ

び再発防止策の検討、策定、評価の実施。
６）日本医療機能評価機構、医薬品医療機器総合機構などへの事故等報告書の作成および報告。
７）週 1回、院内 4カ所の医療安全ラウンドを実施し、職員の医療安全に関する知識や実際の現場状況を

確認。
８）部署リスクマネージャー連絡会、リスクマネージャー部会の開催。
９）医療安全研修会の企画立案および実施。
10）新入職員ならびに復職者への研修の実施（中途採用を含む）。
11）医療安全監査委員会の実施。
12）特定機能病院間の相互訪問の実施

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に係
る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識につい
ての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（4 件）、及び許可件数（4 件）

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ）

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療技

術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ）

・活動の主な内容：

1） 高難度新規医療技術評価委員会に対し、高難度新規医療技術の提供の適否、実施の条件等について

意見を求め、高難度新規医療技術の提供の適否、実施条件等を決定する。

2） 定期的な手術記録、診療録等の記載内容の確認等、高難度新規医療技術の提供に関する従業者の

遵守状況を確認すること。

3） 病院長への定期的な報告

4） 委員会の審査資料、議事録、遵守状況の確認の記録の保管

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ）

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ）

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（15 件）、及び許可件数（14 件）

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ）

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬品



等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無

（ 有・無 ）

・活動の主な内容：

①未承認新規医薬品等評価委員会に対し、使用適否、使用条件等について意見を求め、

未承認品新規医薬品等の使用適否、使用条件等を決定する。

②定期的な診療科等の記載内容の確認等、その使用についての遵守状況確認

③病院長への定期的な報告（医療 QMC運営委員会等）

④未承認新規医薬品等委員会の審査資料、議事録、遵守状況の確認の記録の保管

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ）

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ）

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 425 件

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったものと

して特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及び発生前

の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 226 件

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容

オンラインシステムを用いて、担当医が医療安全管理部へ死亡報告書を提出する。医療安全管理部では報

告書の記載内容を確認し、さらに情報収集も行いリスト化し、病院長へ毎日報告を行う。医療安全管理委員

会では、定例議題として前述の入院患者死亡報告及び重大事象報告を共有しており、医療安全管理部が確

認した内容と共に各事例を検討・評価し、医療安全管理委員会委員長（医療安全管理責任者）が検討・評価

結果を添えて病院長へ報告する。

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：慶應義塾大学病院 ）・無）

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：慶應義塾大学病院 ）・無）

・技術的助言の実施状況

新型コロナウイルス流行の影響で、相互立入りは行わず、オンライン形式で質疑応答および情報交換を実

施した。

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況



・体制の確保状況

患者相談窓口に、医療安全の内容を含む相談の担当者として、専従の看護師を配置。

案内方法：入院は各病棟（16病棟）の掲示板、外来には5カ所にご案内のパンフレットの掲示、ホームページ

にも掲載

活動の趣旨：①診療や医療費及び支払いに関する事 ②医療安全に関する事 ③苦情・ご意見・ご提案に

関する事

患者より相談が発生した場合の対応方法は、該当部署に出向き内容照会を行うとともに、医療安全管理部

へ連絡される。その後、医療安全管理部の職員及び他職種との合同カンファレンスを行い、患者への対応

方法を検討している。医療安全に関する相談事例は全て病院長に報告される。

⑫ 職員研修の実施状況

・研修の実施状況

1） 全体研修：「1999 年 12 月 28 日 わたし達は忘れないこの日を」2020 年 6 月 8 日～6 月 28 日

2） 「免疫抑制・化学療法により発症する HBV再活性化予防」 2020 年 11 月 17 日

3） 全体研修：「患者安全の全体像」 2020 年 12 月 21 日～2021 年 1 月 17 日

4） 新入職員研修：4 月 1 日、5月 1 日、6 月 1 日、7月 1日、8 月 3 日、9月 1日、10 月 1日、

11 月 2 日、12 月 1 日、1月 4 日、2 月 1 日、3月 1日

5） 復職者研修：4月 1日、5月 1 日、6 月 1 日、7月 1日、8 月 3 日、9月 1日

10 月 1 日、11 月 2 日、12 月 1 日、1 月 4 日、2月 1日、3 月 1 日

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1日の員

数を記入すること）

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修の

実施状況

・研修の実施状況

【管理者】

役職・氏名 ： 病院長 佐野 武

研修会名 ： 公益財団法人日本医療機能評価機構「2020 年度特定機能病院管理者研修」

受講日 ： 2020 年 10 月 15 日

【医療安全管理責任者】

役職・氏名 ： 副院長 / 乳腺センター長 /医療クオリティマネジメントセンター長 大野真司



研修会名 ： 公益財団法人日本医療機能評価機構「2020 年度特定機能病院管理者研修」

受講日 ： 2020 年 12 月 24 日

【医薬品安全管理責任者】

役職・氏名 ：院長補佐 / 薬剤部長 / 未承認新規医薬品等管理部長 山口正和

研修会名 ：①公益財団法人日本医療機能評価機構「2020 年度特定機能病院管理者研修」

②一般社団法人日本病院薬剤師会「令和 2 年度医薬品安全管理責任者等講習会」

受講日 ： ①2020 年 11 月 11 日

②2020 年 12 月 18 日

【医療機器安全管理責任者】

役職・氏名 ： 頭頸科部長 / ME センター長 三谷浩樹

研修会名 ； 公益財団法人日本医療機能評価機構「2020 年度特定機能病院管理者研修」

受講日 ： 2020 年 12 月 16 日

（注）前年度の実績を記載すること

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善の

ために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況

・第三者による評価の受審状況

日本医療機能評価機構主催の病院機能評価受審

受審日 ：2016 年 11 月 29 日・30 日

受審種別 ；一般病院２（主たる機能種別）、緩和ケア病院（副機能種別）

認定期間 ：2017 年 2月 19 日～2022 年 2月 18 日

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況

「一般病院２」・「緩和ケア病院」ともに改善すべき事項に該当する項目がなかったため、

改善のために講ずべき措置の公表はなし。

・評価を踏まえ講じた措置

「一般病院２」・「緩和ケア病院」ともに改善すべき事項に該当する項目がなかったため、

特になし。

（注）記載時点の状況を記載すること



規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準

管理者に必要な資質及び能力に関する基準

・ 基準の主な内容

１．当院に求められる使命を遂行するために必要な資質・能力を有している 者

当会の使命、価値観、将来展望への理解、その実現にむけたリーダーシップの発揮

、継続的かつ確実に病院経営を推進する姿勢と指導力等

２．医療安全確保のために必要な資質・能力を有している者

医療安全管理業務の経験や、患者安全を第一に考える姿勢及び指導力等

３．病院の管理運営に必要な資質・能力を有している者

当院内外での組織管理経験、高度な医療を担う医療機関の管理運営上必要な資質

・能力等

４．高度先進医療開発のため、臨床研究について十分な知見を有し、関係する法律

や倫理指針を遵守し、病院長として臨床研究を実践・指導する能力を有している者

５．医師免許を有していること

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

公益財団法人 がん研究会ホームページ

https://www.jfcr.or.jp/press_release/disclosure/index.html

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況

前年度における管理者の選考の実施の有無 有・無

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 特別の関

係



規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の設置

及び運営状況

合議体の設置の有無 有・無

・合議体の主要な審議内容

病院運営会議・・・病院の運営に関する重要事項について

経営会議・・・経営に関する基本事項及び重要な個別業務の執行に関する事項

・審議の概要の従業者への周知状況

病院管理者連絡会議で、各部門リーダーに伝達

院内グループウェア（デスクネッツ）で周知

デジタルサイネージで周知

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・公表の方法：閲覧の申し込みがあれば対応

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ）

理事会・評議員会で報告し、意見を聴いている。

合議体の委員名簿（病院運営会議）

氏名 委員長

（○を付す）

職種 役職

佐野 武 〇 医師 病院長

清水 多嘉子 看護師 副院長/看護部長

大野 真司 医師 副院長/乳腺センター長

小口 正彦 医師 副院長/AI 医療センター長

髙橋 俊二 医師 副院長/総合腫瘍科部長

渡邊 雅之 医師 副院長/消化器外科部長

米瀬 淳二 医師 院長補佐/泌尿器科部長

奥村 栄 医師 院長補佐/中央手術部長

西尾 誠 医師 院長補佐/呼吸器センター長

山口 正和 医師 院長補佐/薬剤部長

髙橋 祐 医師 院長補佐/肝胆膵外科部長

髙野 利実 医師 院長補佐/乳腺内科部長

志賀 太郎 医師 院長補佐/総合診療部副部長

陳 剄松 医師 院長補佐/外来化学療法部長

山本 晃史 総合職 院長補佐/人事部長/総務部長

関 満朗 総合職 医事部長

合議体の委員名簿（経営会議）

氏名 委員長

（○を付す）

職種 役職

浅野 敏雄 〇 総合職 理事長

野田 哲生 研究員 常務理事/研究所長

佐野 武 医師 常務理事/病院長



清水 多嘉子 看護師 副院長/看護部長

大野 真司 医師 副院長/乳腺センター長

小口 正彦 医師 副院長/AI 医療センター長

髙橋 俊二 医師 副院長/総合腫瘍科部長

渡邊 雅之 医師 副院長/消化器外科部長

馬場 慎也 総合職 チーフコンプライアンスオフィサー

中村 卓郎 研究員 がん研究所副所長

藤田 直也 研究員 がん化学療法センター所長

中村 祐輔 研究員 がんプレシジョン医療研究センター所長



規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況

管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限

・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）
・ 公表の方法：閲覧の申し込みがあれば、対応。

・ 規程の主な内容

第１0条 病院本部長（本部長代行）は、理事長の命を受けて、病院本部の業務を統括する。

２ 病院副本部長、病院本部長補佐は、病院本部長を補佐するものとし、病院本部長に事故があるとき、又
は病院本部長が欠けたときは、病院副本部長、病院本部長補佐が職務を代行する。

３ 病院長（病院長代行）は、病院本部長の命を受けて、病院の業務を掌理し、管理及び運営に必要な人事
及び予算執行を行う。

・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割

４ 副院長は、病院長の職務を円滑に遂行させるため、病院の管理運営等に関する企画立案に関わるとと
もに、診療、安全、人事、労務、財務、接遇、看護体制、教育、研修、研究等に関する職務等を補佐・分担す
るものとし、病院長に事故があるとき、又は病院長が欠けたときは、副院長が職務を代行する。

５ 病院長補佐は、副院長とともに病院長の職務を補佐する。

６ センター長は、病院長の命を受けて、それぞれのセンターの業務を掌理する。

７ 副センター長はセンター長を補佐するものとし、センター長に事故があるとき、又はセンター長が欠けたと
きは、副センター長が職務を代行する。

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況

【人事考課（中間評価） 考課者研修（e-ラーニング）】

日時：8 月 14 日（金）～9月 30 日（水）

対象者：管理監督者全員

講師：人事部長 山本晃史、西田尚美

【経営本部課長研修】

日時：2 月 9 日（火）13：00～16：00 研究所 435 号室

対象者：課長職への昇格者 参加者 3 名、

講師：人事部長 山本晃史

【2020 年度人事考課（年度末評価） 考課者研修（e-ラーニング）】

日時：2021 年 2月 15 日（月）～3 月 30 日（火）

対象者：管理監督者全員



講師：人事部長 山本晃史、西田尚美

【在宅勤務実施にあたっての研修（e-ラーニング）】

日時：2020 年 5月～ 随時実施

対象者：全職員 在宅勤務を実施する管理監督者は全員必須

【コンプライアンス全体研修（e-learning）】

受講期間：2020年10月1日（木）～2020年12月28日（月）

受講対象：がん研究会 全職員

【コンプライアンス特定層研修】

実施期間：2021 年 3 月 9日～25 日

対象者：診療部長、研究本部部長、経営本部部長/課長、看護師長（計 100 名程度）

内容 ：コンプライアンスに関する具体的問題やトピックとなる話題等について学習し、

役職に相応しい理解を促すための研修を講義形式で実施した。



規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する状況

監査委員会の設置状況 有・無

・監査委員会の開催状況：年 2 回

・活動の主な内容：

1） 医療安全管理責任者、医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者、医療機器

安全管理責任者その他必要と認める者の状況について、管理者等から報告を求め、又は必要に応じて

自ら確認を実施する。

2） 必要に応じ、当院の開設者又は管理者に対し、医療にかかわる安全管理についての是正措置を講ず

るよう意見表明を行う。

3） 上記に掲げる業務について、その結果を公表する。

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ）

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ）

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ）

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・公表の方法：

ホームページにて公表

https://www.jfcr.or.jp/hospital/safety_audit/index.html

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注）

氏名 所属 委員長

（○を付す）

選定理由 利害関係 委員の要件

該当状況

遠山 信幸 自治医科大学附

属さいたま医療セ

ンター教授

〇

医療安全に関する業務お

よび研究への従事経験を

有するため

有・無 １（医師）

大滝 恭弘 帝京大学医療共

通研究センター教

授

法曹資格を有し、医療安

全に関する研究を行って

いるため

有・無 １（弁護士）

瀧澤 邦夫 有明友の会理事 患者団体の理事を務めて

おり、医療を受ける者の

立場の代表となりえるた

め

有・無 ２（医療を受

ける者）

齊藤 彰一 公益財団法人が

ん研究会有明病

院

前職にて医療安全管理業

務に従事した経験を有す

るため

有・無 1（医師）

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。

1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者



2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）

3. その他



規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを確保す

るための体制の整備に係る措置

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況

・体制の整備状況及び活動内容

○監事会による監査（月１回）
○理事会への監事の出席
○外部監査法人による監査の実施
○コンプライアンス委員会の結果の経営会議への報告

○がん研なんでも相談所の設置及び運営

・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ）

・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ）

・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法

○閲覧等の申込みがあれば対応



規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に係る措

置

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況

・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況
理事会を月１回開催（８月以外）し、主として病院の経営状況等、病院運営に関する
重要事項について監査。

・ 会議体の実施状況（ 年 10 回 ）

・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 10 回 ）

・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ）

・ 公表の方法 ： 閲覧の申込みがあれば、対応。

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：理事会

会議体の委員名簿（理事会）

氏名 所属 委員長

（○を付す）

利害関係

浅野 敏雄 (公財)がん研究会 理事長・経営本部長 〇 有・無

野田 哲生 (公財)がん研究会 常務理事･研究本部本部長･がん研究所

所長

有・無

佐野 武 (公財)がん研究会 常務理事･病院本部本部長･有明病院病

院長

有・無

市川 秀夫 昭和電工(株) 取締役 取締役会議長 有・無

伊東 信一郎 ANA ホールディングス(株) 取締役会長 有・無

上田 龍三 愛知医科大学 教授 有・無

内田 幸雄 ENEOS ホールディングス(株) 特別理事 有・無

榮木 実枝 前(公財)がん研究会 有明病院副院長･看護部長 有・無

柿木 厚司 JFE ホールディングス(株) 代表取締役社長 有・無

工藤 泰三 日本郵船(株) 特別顧問 有・無

國土 典宏 国立研究開発法人国立国際医療研究センター 理事長 有・無

広瀬 道明 東京ガス(株) 取締役会長 有・無

門田 守人 (地独)堺市立病院機構 理事長 有・無

柳井 準 三菱商事(株) 顧問 有・無

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。



規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の

情報提供を受け付ける窓口の状況

窓口の状況

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ）

・通報件数（年０件）

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方策その

他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ）

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ）

・周知の方法

医療安全マニュアルへの掲載及び配布

入職時研修会での共有、院内グループウェア（デスクネッツ）への掲載



(様式第 8-3)

令和 3 年 がん研発 第 029 号

令和 3 年 10 月 5 日

厚生労働大臣 殿

公益財団法人がん研究会 有明病院

開設者名 公益財団法人がん研究会

理事長 浅野 敏雄

公益財団法人がん研究会 有明病院の第三者による評価を受審する計画について

標記について、次のとおり提出します。

記

1 受審予定である第三者評価

1 公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価のうち、一般病院３による評価

2 Joint Commission Internationalが実施する、ＪＣＩ認証による評価

3 ISO 規格に基づく、ISO 9001 認証による評価

（注）上記のいずれかを選択し、番号に○を付けること。

2 第三者評価を受けるための予定措置

2022年5月に公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価のうち、一般病院３を受診

予定。

※新型コロナウイルス感染症の影響により受審期間が延期されたため、認定期間は2022年2月19日から

2022年5月まで延長。


